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肋膜炎後嚢肺結核 ノ統計的觀察

(昭和18年9月25日 受領) '

慶應義塾大醫馨學部内科教室(主任 西野教授)

野 並 浩 藏

二 緒 言

今 日特登性肋膜炎 ト肺結核 ノ關係 ノ愈 ㌃密接 ナ

事實 ヲ殆 ド疑 フ者ナイノハ、實二Laennec及

Conradi以 來多数 ノ先人諸學者 ノ各方面二亙ル

研究 ノ賜デアル。臨休的ニモ其肋膜炎 ガ、「レン

トグン」學的拉二滲出液 ノ結核菌培養二依ル検

査 ノ同時利用 昌ヨツテ少ク トモ80%以 上二結

核性原因 ヲ有 スルモノデアル事 ヲ澄明シ得ラレ

ル ト云 ヒ得ルリ

叉肋膜炎後 ノ運命 ヲ追ツテ廣範 ナ統計ヲトツテ

モ、肺結核 ノ病歴 ノミヲ研究 シテモ、雨者 ノ間

ニハ其成績 ノ上二著明ナ攣化 ヲ認 メ得 ナイト云

ハ レテヰル事實 カラデモ容易二了解 シ得ル所デ

アル6余 等ハ巳ぜ結核誌上二(第20巻 、第6號 、

昭和16年6月)肋 膜炎 ノ臨林的統計的観察 ヲ嚢

表 シテ、肋膜炎 ノ結核姓意義 ノ大ナルモノヲ認

メタガ、最近 丁。Carellas北 大 ノ有馬教授及其

門下 ノ金井氏二寧ツテ肋膜炎後登肺結核 ノ精細

ナ観察ガ報告 セラレタ、余 モ亦有馬教授拉二金

井氏ノ創意二從ツテ、吾ガ慶鷹大學病院内科 二

入院 シタ肺結核患者 ノ中、肋膜炎ヲ経過ジタ者

二就 イテ統計的観察 ヲ試 ミタ所、金井氏 ノ成績
昌蜴タ結果ヲ得 タガ、i絃二敢テ報告 スル次第 デ

ア ル 。～

肺結核ノ前史中二於ケル肋膜炎

(1)頻 度 余 ノ観察 ハ 昭和7年1月 カ ラ昭 和16

12月 二 至 ル10年 間 ノ肺 結 核 入 院 患 者1615例

ニ ツ ィ テ デ ア ル。 コ ノ申問診 ニ ヨ ツテ滲 出 性肋

膜 炎 ノ読往 歴 ヲ有 ス ル 事 ヲ確 メ 得 タ患 者 藪 ハ

302名 デ アル。 而 シテ是 等 ン・結 核 ノ最 初 ノ顯 性

トシテ壷 症 シ タ者 バ カ リデ アξル。 其年 度 別 ニ ヨ

ル例 藪 及 百分 率 ハ第1表 ノ如 ク デ アル。 帥 チ昭

和 年8度14、0%デ 最 低 昭和13年 度23.9%デ

最 高 ヲ示 シテ ヰ ルζ 縮 撒1615例 中合 計302例
ノ

ハ18.7%二 當 ル 。 次 二 諸 學 者 ノ 報 告 ヲ多 イ順

二 暴 グ ル トC卿stanハ66%Landouzシ バ60

%、 金 井 氏 ハ29。8%、Sehroederハ28.5%、

Chauvetハ18%、Mummeハ12,5%Reyeモ

12,5%、Groberハ8、8%sS{lberschmidtハ

8・3%、 宮 本 、井 下 氏 等 ハ8.1%、K6sterハ8.1

%、lStaniblausノ 、7%、Turbanノ 、3e5%、

Frederiksenハ6。2%、 ,Carellasハ 約6%ノ 如

クナ ルガ、志 田氏 ハ318例 ノ肺 結 核 剖 検 例 争於

イ テ全 例 二肋 膜炎 ヲ謹 明 シ得 タ ト云 ヒ、 永 松 氏

モ69例 ノ肺 結 核 剖 検 中68例 二肋 膜 炎 ノ痕 跡 ヲ

認 メル事 ガ出來 タ トイ フ病 理 學 者 ノ報 告 ト比 較

ス ル 職 二低 牽 デ アル 。 併 シナ ガ ラ患 音 ノ中 ニ

ハ實 際 二知 ラナ 爪間 二肋 膜 炎 ヲ経 過 シテ ヰ ノ1者

ガ往 々 ア ル ノデ、肺 結核 患 者縮 藪 中肋 膜 炎 ノ既

往 ヲ訴ヘタ例『 除イタ1313例 ノ中六 胸部「レ

ントグン」窟眞像二於 イテ肋膜寳二 三角形 ノ陰

影 ヲ有スル者及一側又フ、爾側肺野下部 ニー帯 ノ

肋膜肥厚 ノ陰影 ヲ示 シタモノヲ、無自罷性 ノ肋
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第1表 年 度別ニ ヨル肋 膜灸罹患者敬

年度別隔 灘 緻 隙 炎鵬 醐 ゴ冨
}←

昭和7鮒65綾 髪 ・・{嬰1 15.3

8矧157棲 §§
■

認{男14
女8

}

14.0

9年{・84儂11§ 34倭 霧 箋8。5

・・年1畷 嬰1努 33棲 讐 17.6

・・瑚 ・79{婁118 33撲19 18.4

:

・2年{223{嬰1瀦 5・倭 舞
}}

22.4

=璽 麟 45{婁1ガ 23.9

・4年i・59儀 器

一

25楼 鴛
▼ 一

15.7

・5年}噸 器
膨

・26{婁 鱒
19.1

・飾;・35{嬰 藷
履 婁1琴

～ ▼

17.8

制計1・6・5倭 翻
3・2{婁1器

繭,

18.7
▼ 罵 ▼}_

第2衷 「ソ」像二認 メ タ無自箆性

肋膜 炎罹患者藪

笠

降攣 遡響 自　 　
膜炎経過都 ミナシテ検査 シタ鳳181Ptヲ 認

.髪

メル事 ガ出來 タ(第2表)。

第1表 二掲 グ タ問診 ノ ミヂ ヨル藪302例x,rv

ン トグ ン」像a明 二認 メ タ181例 ヲ加 ヘ ル ト483

例 トナ ツ テ、 絡 敷1615例 ノ29、9%Fナ ル。 此

ガ余 ノ得 タ所 ノ比 車 デ アル ガs金 井 氏 ハ39.6%

ヲ算 シ、Carellesハ 肺 結 核 患 者11115例 中909

例 ヲ得 テ ヰ ル。

〈2)性 別 金 井 氏 ハ 問診aヨ ヅ テ登 見 シ メ肋 膜

炎 経 過者a於 イテ 男子29,8%i女 子 凶 。5%ト

大 罷 同率 ナル事 ヲ報 告 シ テヰ ル。 余 肺 結 核 患

者 中 自罷 性 肋 膜 炎 経 過 者=於 テ ハ 男性19.5%、

女 佐17.5%デ ヤ ・勇姓 二多 イ様 デ アル ガ』無 自

量 性 肋 膜 炎経 過 者 ヲ合 セ〃 ト勇性30.5%、 女 性
ぎ

29。(〉%ト ナ ツテ殆 瀞 爾 者 二差!違 ヲ認 メナ イ。 是

ハ余 尊 ガ 巳 呂糞 表 シタ肋 膜 炎 ノ統 計 晶於 テ述 ぺ

麩

＼

第3衷 肋膜炎罹患側

＼ 右

肋 膜 炎 ヲ(46 ・0%)(38・2%)i(5・5%)1(…4%)

FV」 懐Pt

ヨ ツ テ初81・19

メ テ認 メ{(44・8%)(44・8%)i(10・5%)

タ者

κ45覧(4。.6%)a.3%)1(6.5%〉

タ事 デア《レ.、

(鋤 罹 患側 從 來 ノ報 告 劉観 知 ト岡 田 氏 ノ例 ヲ

除 イ テ全 テ右 側 肋 膜 炎 ガ、 蜥 然 多 イ事 實 ハ 已 轟

余 尊 ノ轍 告 デ示 シタ澱 リヂ アル。 肺 結 核 患者 ノ

例 あ第3喪i掲 ゲ タ如 ク デ、 問診 ニ ヨツ テ得 タ

例 ハ右 側46. .0%デ ー 番 多 ク.左 側 し繭側 ノ煩 ヂ

アルe此 虜 二合 計309例 トナ ツ テ ヰ ル 〃 、左s

右 側 ヲ年 ヲ異 ニ シ テ繰 返 シ饗 症 シテ ヰ ル例 ガ ア

ル爲 デ アル。 又 「レ ン トゲ ン」像 ニ ョツ テ初 メ テ

認 メ ラン タ181例 デ ハ左 、 右 側 同率 トナ ツ テヰ

ル。 合 計 スル ト右 側45.5%、 左 側4e.6%b爾

側7・3%デ 、 ヤ ハ リ右 側 僅 吊多 イ。

(4)嚢 病 年 齢 問 診 轟 ヨ ツテ確 メ得 タ肋 膜炎 ヲ

経 験 シ タ3Q2例 ノ肺 結 核 患 者 二就 イテ其 覆 病 年

齢 ヲ検 シ襲結 果 ハ 第4表a示 シタ如 ク デ ノル。

・ 第4表 騎 病 年 齢

郎 チ16-20歳 デハ3⑪.8%i.,・21-25歳 デハ24.8

%、 爾後 年 環 ズ 麟 随 ツ蠣 捧 漸 次 減 歩 ヲ示

シテヰ ル6肋 膜 炎 ガ青少 隼 期 二多 嚢 スルMフ

L

年 齢1肋 膜 炎

量1-10歳 ?(2.3鑑)
「

11-15歳
1_■ 一 頭

一
.28(9・3%)i

16-一 一20畿
甲

93(30.8%)1
廻一竃

1-_2磯 →
7▼ 『

75(24.8%)
野 撃 梱■劇閥P頓騨■闘齢

26--3(磯 、
…}

詑 ㈹16%)'

31--40歳 ノ38(12
.6%)

41嚇50叢
一

敦4〈4・6%)

ト駐ヨ叢瞥 1,3(、 …%)
扁 「

6(L7%)}噂 一
不 明{

隠 礎 ㎜「「7隔四▼

7(2.3%)

計 「「 蹴
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事 ハ諸 家 ノ殆 ドー致 シタ事 實 デ ア ツ テ、 此 ノ例

二於 イ テ モ16-25議iヲ 合 ス ル ト實 二55 .6%ト

ナ ヅテ過 孚 藪 ヲ占 メ ル結 果 トナ ル。 之 モ余等 ノ

巳 二報 告 シ タモ ノニー一致 ス ル モ ノデ ア ル◎

三 肋膜炎経過ノ有無 卜肺結核ノ病型

余ハ便宜上金井氏 ノ分類 二随 ヅ千、 「レントグ

.ン緬 部像 ノ璽化ニョツテ次 ・如 ク4型 二肺結

核 ヲ大別 シタ.助 ヂ第ユ型滲出型ハ凡テノ均等

陰影ヲ主 トスルモノ又ハ雲騎状陰影 ヲ主墜イヒ噛

認 メル像ヲ肺野二兇ルモノデ、極メテ限局的ナ

浸潤陰影 カラ廣範二亙 ツテ1藥 又ハ1側 全肺或

ハ爾側肺廣範轟亙ルモ ノモアルσ爾定型的早期

浸潤及乾酪懲肺炎像 ノ檬ナモノモユノ型二算入

シ タ 。

第2型 糸吉節幽型 ノ、肺 野 ノ製賢ヒが結 節 ヲ圭i墜イセ トス

第5i熱

　

ルモノデ陰影中明カニ個々 ノ結節像 ヲ識別 シ得
ヨ鯛

ルモノデアルσ此 ノ中ニハ慢性 又ハ亜急性 ノ血

行性播種型及急 性粟粒結稜症及種々ナル程度 ノ

繍 管支性撒布肺撫 ヲモ含マ 暁 ,

策3型 混合型 ハ第1型 及第2型 雨憂 化 ノ混合

デ、滲出、結節何 レノ攣化 ヲモ著賜昌認 メ得 ラ

レルモノテアル。

第4型 硬イ底型ハ病竈 ノ「レ'J像ガ著 シク線魂犬ttaj5(

ハ硬 化又ハ綾痕化 ヲ示スモノデアル。

金井氏ハ1260例 ノ肺結核 ヲ上逓 ノ4大 別二分

肺 結 核 病 型'

燃 酬蘇勇㌔滲出 型 屠 節 型 混 合 型

無1實 藪(%)
1一 殉騨酬騨一}一一}隣一」一一幽一脚一一一

353(42.1%)219(26.1%)・120s(2tlli.8%)

有 1簸(刎157(37.6%)三 彌.gl%)齋7。7%)

　

硬 化 型;計

60(7。1%)18・ro
じ

一一1--

14f831(7ぴ4%)

合 難 isi・(4・ ・5%>375(29・8%)}認2(22・4%)igi(7・2%) 1258

類 シ、肋 膜 炎 ヲ脛 過 シタ375例 ト纒 過 シナ がpt

タ885例 トニ就 イ デ比 較 スル ト、 滲 出型 ハ前 者

デ32.0%、 後 春 デ47.12%Fナ リ、 則 ㌻肋 膜炎

ナ キ モ ノ ・約 孚藪 ハ 滲 出型 デ アル。 結 節 型 デハ

肋 膜 炎 非纒 過 蹄 結 核 ガ24.4%、 肋 膜 炎 ヲ経 過 シ

タ モ ノハ31.2%デ 、 後 者 ノ方 ガ 高 比 率 ヲ示 シ

タ。 混 合型 二於 テハ14.46%ト15.70%デ 雨者

略 く同比 牽 デ ア ヅ タ。 硬 花 型 デハ14.01%ト

21.06%デ 、 肋 膜 炎 種 過 者 ガre'〈比 牽 ガ高 イ。

ソ レデ肋 膜 炎 非 経 過 性 肺結 核 二於 テハ 滲 出型 ガ

相 封 的 二 出現 牽 高 ク、 肋 膜 炎 ヲ脛 過 シタ肺 結 核

二於 テ ハ結 節 型 ト硬 化 型 トガ ヤ ・高 イ相 封 的 出

現 奉 ヲ示 シ タ ト述 べ テヰ ル。 倫]臣麹ntem霞nnハ

肋 膜 炎 後 褒 性 肺結 核 ハ結 節 一 滲 出型 デ アル ト、

Simpsonハ 硬 化 性 ノ傾 向 ガ アpaト 、C3翻aS

ハ硬イヒ性17.5% 、 讐 殖 一一硬 化 型32.阪%、 増 贈型 、

43.0%1即 ヂ 慢 性 型 ガ93.3%ヲ 占 ノ デヰAbpi

報 告 シテ ヰ ル。

余 ノ働 ハ明 ゴ レ ン トグ ン」窟 眞 像 ヲ検 カ ル事 メ

出來 タ1258例 中 、 肋 膜 炎 ヲ纒i過 シナ イ 肺 繕 核

患 者840例 ト肋 膜 炎 ヲ経 過 シタ 肺 糟 櫻患 者418

例 トニ就4テ 検 シ タ結 果 ヲ示 シタ ノハ第5表 デ

アル。 此 ノ中 デ滲 出型 ハ前 者 デ42 .1%、 後 者 ハ 、

37・6%デ アル。 結 鯖 型 ・、前者26.1%;後 者37.3

%ヲ 示 ス。 混 含型 デハ前 者24.8被 後 者17。7

%、 硬 花 型 二於 千ハ前 蕃7.1%、 後 者7.4%ト

ナ ツ テヰ ル。 歯是 観 之 レバ 滲 欝型 ハ肋 膜 炎 非 纒

溺 論 核 例 二断 然 多 ク、 肋 膜 炎縄 肺 結 核 例 二

於 テハ結 節 型 麟 ロシヂ、 滲 出型 囎 ド同 奉 デ ア

ル コ トが薯 明 デ アル
。 合1計 シ タ全 例脹 於 テハ 滲

笛型L番 拶 ク40・5%ヲ 占 メ、 結 節 型 、 混 合 塑 、

硬 化型 ノ順 トナ ヅ テヰ ル。

次晶鰍 型 トシテ早期浸潤漉 行播楓 肺尖奨粒

及念性粟粒ノ4型 ヲ分黛シテ、肋嘆炎 ・鰹癖 ト

メ
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第6表 特 殊 病 型

1

●

一

肋膜炎有無

一 冒

病酬
早期蘭 師 擁

賓 数 「%)・ 、

肺尖粟粒

…

雑難 抽 数

無
昌 己 騨嬬■一一 圏

鋤(%)16("7%)123(2」 刎 ・

_-L__

8(1.0%)}840
…

有 し 怖;%「29醐 /・

』

2(0.5%)i/418
}

合 計i7⑩16%)1521概1%)}・{・ ・(・・8%)短25a

ノ

否 トニ關 シヲ奨出現率 ヲ観察 スル ト、金井氏 ノ

報告ぞ・早細蔓潤像ハ肋膜炎非纒過及纒過ノ爾群

同比拳(5聖56%、5。06%〉 二患現 シ、血行播種型

ハ3。61%ト7.46%デ 、後者二稽 ㌃高 ク、肺尖限

局握結核ハ8.58%ト2。40%夙 前者aヤ 、

多 久 念性粟粒結核ハ前者二多ク見 うレル(0.56

%。0.26%)。 余 ノ例二於 イテハ是等特殊型ハ甚

ダ少数例デ、殊二早期浸潤型ハ少久 且肺尖粟

粒型ハ1例 モ登見 シ得ナカツタガ、第6表 ノ示

ス如クニ血行播種型 デハ肋膜炎非纒過例島7%ず

第7表

!
経過例6,9%デ 後者=多 イ結果 ヲ得 タ。他型デ

ハ盤 り著明ナ差違 ヲ認 メラγナイ。

Breletハ 肋膜炎後嚢性肺炎 ノ多 クハ 室洞性肺
こ　ぢ

結 核 トナ ル ト云 ツ テ ヰ ル 。一樹Neuma葡,May・

erhofer,Fr6deriksen等 モ 同 様 ナ 事 ヲ述 ンくテ ヰ

織 穂 謙 繍 難 雰タ嘆8鐸
謂室洞 トシテ「レ」像上二透亮像 ヲ認 メ得 タ例歎

ヲ比較 シテ見タ塵、前者ハ9.6%、 後者ハr.8%

ヲ示 シテ、肋膜炎経過肺結核群 ノ方二断然多 ク

特 殊 症 状

イ.

ナ ツ テ ヰ ル(第7表)。 又 喀 血 及 喀 疾 中 ノ結 極菌 ト34。8%〉 熔 疾 中 ノ結 核菌 陽 性李 ハ前 者 ハ45 .8

ノ有 無 二就 イ テ全 例1615例 『ヲ爾 群 二 分 ケ テ 比%、 後 者 ハ63.1%ヲ 示 シ テ
、 肋 膜 炎 経 過 群 ノ

ベ ル ト、喀 血 ハ爾 群 殆 ド同奉 デ アル ガ、(32.9%方 ガ多 イ1第7表)。,

肋膜炎雄 難 肺結核ノ患側ノ關係

一一 一
肋膜炎撫1総 釧 空 刺 緯 酬 喀 血膳擁嵩樂

無18乙ol雨 81(9.6%) 1132
ξ

β27(32・9%) 518(45。8%)
ぎ'・

有一1輸 66(15.8%) 483 i(移(34・8%)
艶

鰯

305{63.1%)
獅 慧

四

金井 氏ハ肋膜炎罹患側 ト肺結核登病側 トノ關係

ヲ考察 スル ト、 ユ側柱二始マル肺結核二於テハ

87・2%テ 先ヅ肋膜炎罹患側 ノ肺二初登スル。早

期濁 閏18例 二於テモ88、8%ハ 肋膜炎患側 二出

源 シテヰル ト報告 シテヰルeCarellasモ 肋膜炎

経過者909例 申肋膜炎反封側 二肺結核 ヲオコシ

タ例バ 只25例 二過ギナカツタ ト云 ツテヰル。

又Amenille&Borelinsモ 同様ナ結果 ヲ得テ

ヰル.余 ノ例二於テ此 ノ閑係 ヲ示 スモノハ策8

表 デアル。卸チ右側肋膜炎 ヲ経過 シタ肺結核患

者例201例 中、右肺 ノミニ病竈 ヲ有 スルモノハ

嚥 炎1

患 側

第8表 罹 患 側

肺 結 核 罹 患 側

右 i(37.8%)…(6.・%){〈5きll%)1

　　 　

右1左
一 ワ磧「 ←「

2一 調
1

逢騰鷹
(10655。8%)i・po

14

(60。9%
23

76例{37・8%)・ 左肺 ノ ミ ノモ ノ12例(6 .0%)、

繭 働 性 ノモ ノ113例(562%)デ アル。・左 側 肋 膜.
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炎 ヲ経 過 シタ190例 中、左 肺 バ か1毫 病 竈 ノタ

ル モ ノハ53例(27.9%,、 右 肺 バ カ リハ36例(16.3

%〉 、爾 側 性106例`55.8%)デ アル。 爾働 性肋 膜
チ

炎 経 過 肺 結 核23例 中、 右 肺 ノ ミニ病 竈 ノアル

ノハ5例(21・7%) 、 左肺 ノ ミハ4例(17。3%)、

爾働 匪14例(§0・9%〉 デ アル。1復 喉 肺 結 核 ハ

比 較 的疾 病 ン初 期 二屡 シ、 出來 得 ル限 リ ソ ノ初

登 測 ヲ探 算 シタ モ ノデ アル1爾 側 性 肺 結 核 ハ概

ネ病 ノ進 展 シ タ事 ヲ意 味 シ嚴 密 ナ初 嚢病 側 ヲ決

定 シ得 ナ カ ヅ タモ ノデ アル。 弦 二於 τ肺 繕 弦 ノ

側 カ ラ観 ル ト、1側 捗肺 錆 核1RI例 中 デ同側 ノ

肋 膜 炎 ヲ経 過 シタ 例 ハ138例 デ、76.2%a當

ル。反 封 細 ノ肋 膜 炎 ヲ纒 過 シタ ノハ43例 、23.7

%デ アル。 早 期 浸 潤 型 二於 イ テハ 匠 剛性 デ アツ

タ ガ、 只1例 ノ ミデ アヅ タ ノデ除 外 スル ノ他 ハ

ナ カ ツ タ。

玉 肋膜炎 卜肺結核襲病ノ時期的關係

K6sterハ 肋 膜 炎繕籔 結 核 罹 患106例 中肋 膜炎

後 最 初5ク 年 聞 二70例 繊 嚢 シタ ト、Stanislaus

ハ25例 ノ中15例 ハ肋 膜 炎後5年 以 内 」結 核 二

罹 患 シタ ト云 ツテ ヰ ル。Schee1&Foienハ 肋

膜 炎 後 結 核 纏鰻182例 中最 初 ノ3ケ 年 間 二142

例 、Gsel1/25例 共 二3年 以 内 二獲 病 シテ ヰ

ル 。Frederiksen/148例 ノ報 告 ハ、 ソ ノ中 後

嚢 結 核46例 中3ケ 年 間 二36例 、Carellasハ565

名 ノ統 計 デ3ケ 年 聞 二49%結 核 二罹 患 シ、1年

以 内 二28.6%織 獲 シテヰ ル ト。大沼 琢 ハ結 核 糧

嚢 李 孕 ケ年 聞 二9.8%、1年 内24.4%2年 目

9、1%v3年 目8。5%、4-5年 ・目15、3%、6--

10年 間20.1%傷 夫v以 後12.8%卜 報 告 シテ ヰ

ルv笠 井 氏 ハ1年 内65.2%、2年 目15.9%、

3年 目11,6%二 結核 纏 獲 シ、金 井 氏 ハ6ケ 月 以

内12.09%、7-12ケ 月 ノモ メ16.1%、1ケ 年

以 内28.22%、2年 以 内 二 嚢 病 シタ モ ノ44.89

%、3年 以 内 ハ52.41%ト 述 べ テヰ ル。

余 ハ肋 膜 炎 後 褒 鮪 結 核 患 者483例 中、 問診 ニ ヨ

ツ テ肋 膜 炎 登 病 ノ時 期 ヲ知 リ、 且 肺結 核 初 登年

齢 ノ比 較 的 確 ナ例 及 肺結 核 ト診 噺 シタ時 ノ明 ナ

例297例 二就 イ テ肋 膜 炎 罹 患 ト肺 結 核 遜 病 トノ

蒔 期 的 關係 ヲ シ ラベ タ塵 、 第9表 二掲 グ タ如 ク

デ アル。 即 チ肋 膜炎 経 過 後1-6ケ 月 間 二肺 結

核嚢 病 シタ モ ノ44例(14.9%)、6ケ 月 一一1年 間

ハ59例 デ、1年 以 内 二結 核 縫 獲 シタ ノハ103例

(34。9%)デ アル。2年 以 内 ハ137例(46.4%)、

3年 以 内 ハ159例(53.9%)、5年 以 内 ハ198例

(67、1%)ト ナ ル。 第1年 以 内 ノ結 核 纏 饗 ハ3分

〆 ＼

第9表 肋膜炎後肺結核屡病迄 ノ年数

＼

腰鞠 禰 例 釧 累 訓%
1-6ケ 月144 44{14.9

642ケ 月}59 103 {3乙
.9

2年 目 34 137
{46

.4

3,,

4,,

22 159
ノ津

53.9

21 180
"毒6i

。0。

5,, 18 298 、・ β7・1 、
k

6,, 15 213
1

72.2

7,, 孟7 230 78.0

8,」 13 243
耀82

.4

9,歩 9 252 85.41
8

2

260 88.1

膣 262
v

88.8

,夢

,,/

ほ2777

13糟,,

6{
…蝉 論㎜ 　

268
!

1
90.8響

8276193・6{

14,, 3i279
一

94.6

15,, {4283 95.9
匪

116,, 1284 'ひ6
.3轟

17,.

19,,

善22 -43
,,

}
3準7
3290

き97.3

98.a
一

51295 100.0
鐸

第⑩表 肋膜炎後血行播種型獲病迄ノ年数
' 一
塑 剛 實 釧 累 訓%

㎜㎜ 一

'i一崎 ケ 月 「8 8 30.&

旦ケ月一1年9 17 65.4一
2年11 18 69.2

3年12 20 76。9略

.4年 21 80.8
5年 一

1
}一 一 一 楠一_僧

1 22 84.6

6年 1 23 88.5
暖0年 1 24 92.3

12年 1 25
す簗一

96。2冊

魯24・ 年 1 100.(k
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ノ ユ以 上 デ、3年 以 内 ノ夫 ハ2分 ノ1以 上 デ ア

ルo

次二血行旙種型二就 誰テノ金井氏 ノ報告 ヲ観ル

観 ユタ年以内二嚢症 シタ奪ハ46.42%、5ケ

年 以1内ハ96。42%ト ナ ツ テヰ ル ガ、 余 ノ場 合 等

於 テハ1ケ 年 以 内 ユ65.4彫 、5ケ 年 以 内 二84。6

%登 病 シ、24年 後 二1例 嚢症 シテヰ ル(第10

表)。 ・

六 総 括 毛' .

有 馬 。山 科 、 不 破 、 小 林 、柴 田、Arborelius氏

等 ノ陸 海 軍兵 士 二就 イ テ ノ研 究 二明 ナ如 ク、 助

膜 炎 ノ多 ク ガ「ツベ ル ク リン」反 鷹 陽il鱒 化 後 、

郎 チ結 核 初 感 染 後 比 較 的 早 期 二螢 病 スル モ 〉 デ

τル事 ヂ 今 日諸 家 ノー 致 シタ意 見 デ アノヒ。 吾人

ガ月 常診 療 二當 ツテ肋 膜 炎 ガ結 核 最 初 ノ顯 性

トシテ現 レル事 ノ多 イ ノニ、 屡 く遭 遇 ス ル厨 以

モ鍵 庭 二存 スル ーワ ケ デ アル.ソ ンナ ラバ 如何 ナ
ジま

ル條件ガ備ハツタ時二肋膜炎ガ嚢症 ろルカ ト云

フニ、 熊谷教授 ハ 「ツ」反鷹陽繭後6-12ケ 月

ノ聞義嚢病 スルモノ多 久 若 ゾ レ」像二肺門攣

化 ガ認 メラレ、赤沈反鷹低 イトキニハ如何様二

保護 ヲ鱒 ヘテモ100%二 肋膜炎ヲ惹起 スル ト云

ツ テヰ ルρArborelins・Akerren・(iSe11モ 肺 門

部 淋 巴腺 ノ著 明 ナ腫 脹 ヲ観 察 シテ居 リ、Mum・ ・

me,Redeker,Braeuning,Frederiksen等 ハ

淋 巴腺 ヲ出畿 鮎 ト考 ヘ テ ヰ ル。若 宮 氏 ハ海 猿 二

於 ケ ル鰍 的 肋 膜 表 ノ研究 デ、 肋 膜 炎 ノ嚢 生 ニ

ハ縦 舗 鋤 膜 ガ圭役 ヲ演 ズノtコ 嘩 調 シ テ ヰ

ル。 金 井氏 ハ肋 膜 炎 獲 症 前 ノ観 察 洌 二於 テ88 .7

%二 肺 門部 又 ハ肺 二著 明 ナ愛 化 ヲ認 メ、 殊 二肺

門 腺 腫 膿 ガ最 モ多 カ ツ タ事 實 カ ラ、 肋 膜 炎 登病

以 前 忌於 テ殆 ド全 症 例 二近 ク肺 門 部 ノ攣 化、 殊

昌肺 門琳 巴腺 腫 脹 ガ認 メ ラ レ
、 其 憂化 ノ存 ス弗

側 二肋 膜 炎 ガ起 ツ テ來 ル事 ガ多 イ ト述 べ テ ヰ

ル。 沓 掛 教 授 モ剖 検 的研 究 二於 テ肺 門 郵 淋 巴腺

ノ礎 化 ソ 著 明 ナ側 二肋 膜 炎 ガ畿 症 シテヰ ル事 實

ヲ報 箴 シテヰ ル。

次 二如 綱 ナル道 ヲ通 ツ テ結 核 菌 ガ肋 膜 二到 達 ス

ル カ、 帥 チ肋 膜 炎 ノ登 生 機 轄 ノ問 題 二開 シテ、

直 騨 蜘 縄 ノ波 及 一 ヨツ テ犯 サ レル トイ フ

謝M.行 説 及 ビ淋 巴 道 読 ノ3ツ ガ考 ヘ ラ レ未 ダ

定既 ブ,峡4デ ヰ ル。Neumann,Hamburger,

Humber,Heimbeek,Oronz,WaU9誓e纂 等 ハ

肋 膜 下 ノ原 嶺竈 ヲ多 々認 メ テ・ 直 接 肋 膜 ろ浪 承

シケ肋 膜 炎 ハ起 ル ト云 ツ テヰ ル。Besangon&

Weilハ 肋 膜 附 近 ハ病 竈 周 園 反 鷹 ノ爲 二養生 ス

ル ト信 ジテヰ ル。 然 シ沓 掛 教 授 ハ 剖検 二於 テ初

感 染 竈 ト肋 膜 ノ距 離 ハ1--2糎 デ、 原 襲 竈 自髄

ガ廣 範 ナ肋 膜 炎 ヲ嚢 症 シ、 多 量 ノ滲 出 液 ヲ襲 生

セ シメル事 ハ 稀 デ アル ト反 封 シテヰ ル。 血 行 説

ヲ唱 ヘ ル者 ノ、以 前 功 ラ 多 ク、ALbut,Gra叫'

Offrem,Mumme,Redeker,Braeuning,Fre-

deriksen,Ulrici,Arbore恥s,Akerren,Gsell,

Carellas等 ガ ア リ。 コ ノ他 二H乞nte箏nannハ 、

若緒r圃 鋤 厳 ガ來端 癌 碓 二起花
ト云 ツテヰルガ、沓掛教授 ハ剖検的見地 カラ、

熊谷教授ハ肋墜炎患者 ノ菌血症 ノ少 イ事實カ

ラ、 金 井 氏 ハ肺 門部 二璽 化 ノアル側 ニ ノ ミ歴 倒

的 多 撒 漏肋 膜 炎 ガ嚢 生 スル トイ フ観 察 カ ラ何 レ

モ塚 封 シテ妄 ル、 而 シ テ コvラ3人 ノ畢 者 ハ 兼

聯 杷 道 性 ヲ圭 張 シ、 金 井 氏 ハ 腫 脹 シタ初 期 攣

化 群 中 肺 門 淋 巴腺 カ ラ、 「ア レル ギ ー」性 ヲ帯

ビテ過 敏 状 態 昌 ナ ツタ縦 隔 膜 肋 膜 二炎 症 ガ波 及

サ レテ淋 毘 道 的 昌肋 膜 炎 ガ畿 症 サ レル モ ノ デ ア

ラウ ト結 ンデ ヰ ル。

余 ハ 第2章 デ巳 二述 べ タ如 ク肺 結 核轟 者1615例

中 、 問診 議 ヨツ テ肋 膜 炎 ノ既往 歴 ヲ有 ス ル302

例(18・7%♪ ヲ得 タ。 勿 論 之 ハ 問 診 ノ仕 方 ニ ヨツ

テ客 易 穫 化 ス鰻 ハ 考 ヘ ラ レル ガ、 病 理學

者 ～例i敷及 ビConst恥,■andouzyノ 率 二及 バ

ナ イ事 遙 二遠 ク、=タ ゾChauvetノ 李 二近 似 ス

ル モ ノデ アル 。 禽 「レン トグ ン」像 ニ ヨツ テ肋 膜

炎 罹 患 ヲ 自畳 シナ4181例 ヲ加 ヘ ル ト、16⊥5

例 中、483例(29・9%)ト ナ ツ テ、 之 ガ前 史 中 二

肋 膜 炎 ヲ経 過 シタ所 ノ余 ノ得 壇 殖 デ アル。 金'
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井 氏 ノ報 告 ノ檬 二余 ノ例 デモ問 診 ノ ミニ'、ル場 ∫ レ豫 上 二透 亮像 ヲ多 ク認 メ タ ト イフ事 實 二過

合 ト、 「レ」像 二認 メ タ例 ヲ加 ヘ タ時 トデハ10%ギ ナ ～、 如 何 ナ型 ニ モ室 洞 ハ起 リ得 ル ノ ミデ ナ

以 上 ノ差 違 ヲ認 メル モ ノ デ、 問 診 ノミニ ヨル時 ク、 凡 ソ肺 結 核 二於 イテハ 大 小 ノ差 ハ ア ツ ナ モ

ハ實 際 ノ罹 患 率 ヨ リモ低値 ヲ得 ル モ ノデ アル
。 空洞 ノ無 イ モ ノハ 殆 ドナ 久 且 断層 撮 影 等 ヲ盛

衣 二肋 膜 炎 後 獲 結 核 が郊 何 ナ病 型 ヲ示 ス カ トイ ニ鷹 累 スvバ 此黙 近 キ將來 二於dテ ー-1-・・大 攣 化 ヲ

フ事 ・'譲 晦 齢 及 肇 後 ノ貼 一關 シテ肺 驚 モ ノ 略 瓶 ノ

結核 ノ種類 二属ヅテ決定サレル事 デアルカラ非 衣二肋膜炎罹患側 ト肺結核畿病側 トノ關係ヲ見

常二重要 ナ喜 デアル。6ffner,Nyiri&Simpson増 ト、 「側 性横 マル 肺結核 二於テノ・76、2%

ハ肋膜炎 ガ急性二進行スル肺結核ラ決 シテ起サ7先 ヅ肋膜炎罹患側 ノ肺 二初嚢 スル トイフ結果
が く

ナas・ 殊 二Simps・eノ 勅 膜 炎 硯 疫 生 物 學 財 ツ坤 ル,

的特 性 ヲ持 ツ テ、 爾 後 ノ肺 結核 ヲ碩 化性 ニ スル 肋 膜 炎 治 癒後 ト後 獲肺 結 核 トノ経 過 年敷 ノ關係

傾 向 ガ アル ト述 ブ テヰ ル・ 又KOnigerモ 肋 膜 二就 イテ ハ、 肺 結 核 登 病 ハ 肋膜 炎経 過 後3年 以

カ ラ冤 疫 學 的 特性 物 質 ノ産 出 ヲ以 ツ テ肺 結 核 ノ"内 二過 牛 数(53.9%〉 獲 病 シ〉ヰ ル。 血 行 播 種 型

良 結 果 ヲ語 ツ テヰ ル。爾Steinert,H乞 撤temann二 於 イテハ3年 以 内 二76.9%獲 病 シテ、一 層 著
り

Sylla,Mumme等 モ之 二賀 シテヰ ル。Goldstein明 デ ア'Pt-。'露

ノ・滲 蹟 ノ・肺 臓 ノ蓮動 紐 ヲ敵 鳳;蘇 菌 及 抑 減 人 肺結 核 壌 生 二就 イ か 肺 尖 読((1r。e'

病 的 細 胞 ノ中 聞産 物 ノ謬 滞 ト共 二、淋 巴 ノ諺 滞schke>、 浸 潤 型 登 生 説(Redqker,初 感 染 畿 生 読

ヲ惹 起 スルMフ 事 實 カ ラ後 嚢 肺 結 核"良 影 響(熊 谷藪 授)、 血 行 播種 読(有 馬 教授)、 再 感 染 読

ガ ア々 ト云 ツ テヰ ル。ぶ 之 シテSilberschmidt,(P醗1)等 鋤 アル
。金 井 氏ixソ ノ・¥作 二於 イ テ肋

Gssell,Nyiri,Frederikspn等 ハ莇 淡炎 後 議 肺結 膜 炎 後 二嚢病 ス〉レ1肺結 核 ハ ソ1ノ大 多 敷 ガ勧 感 染

核 ノ豫 後 不 良 ヲ説 イ テヰ ル.Carellasハ 肋 膜 炎 ト關 係 ノ深 イ事 八 明 白 デ アルa双 肋 膜 炎 罹 患 側

ヲ経 繊 シ 堵 ハ急 性肺 結核 壌 生 ヲ防 禦 スノレ弧 嚇 結 核 鮪 側 ノ密 接 ナル 關係 ノ アル輸 ラ
、

イ免 疫 性 及 鷲「ア レル ギτ」牲 ノカ ヲ紙 ツ テヰ ル 肋 膜 炎後 登肺 結 核 ガ進 展 ス ルニ ハ2ツ ノ道 ガ考

ノデ、 肋 膜 炎後 奨 肺 結 核 ソ 初期 ニハ璽 慢 牲 或 ハ ヘ ラ γル.郎 チ初 感 染 原 嚢 竈 カ ラ経 氣 管 支 性 二

慢性型 ヲ示スモ ノデアル 魁云ツテヰノ%余 ノ例 肺結核二進展 スノ》母手多激例 ト初期漿化群申 ノ

ニ於 イ隙 肋 ㌘炎非経過群 ト経過群 トヲ地較蓄察
.淋 巴腺力・ラ静脈角淋巴腺 ヲ経 テ血行中二侵入シ

シタ結果へ 滲出型 デハ前者ガ勝 リ、結節型及 テ血行陛結核 ヲ起 ス少敷例 トデアル。後者ハ肋

ビ硬化型デハ後者ガ多 クナツデヰノ㌧ 叉特殊肺 膜炎後早動程高李 二見 ラレルモ ノデアル ト述べ

結核像二於イテ血行播種型 デハ後者ガ勝 ツテヰ テヰル。撚 ルニ内藤氏ハ血行性撒布型肺結核 ガ

ル。故 二何 レニシテモ肋膜炎後登牲肺結核ハ亜 肪膜炎縫過患者群 デ六35%ヲ 占メルエ封 シテ、

急性及 ビ慢性型 ヲ示 スモノガ多 イ檬 ヂァル。併 肋膜炎 イ前歴ヲ持タナイ慮 者群 デハ25.3%ヲ

シ其豫後二關 シテハ、其経過申二各種 ノ非特異 占メテヰル吊過 ギナイ。帥チ肋膜炎 ノ前歴 ヲ持

性 ノ因子ガ意味深 椴 割 ヲ演 ジテ詮 鐙 ヲ犯 ツ輪 櫨 雅 肺 型肺織 砒 騨 多 イト云

シ・免疫状態 ヲ鍵化 シ、其爲二生禮ノ噺 セ・イ躍 謄 ヰル。薦二角學者 ニヨツテ持 スノレ設 ヲ異二

進二封 シテ抵抗カ ノ低下 ヲ承 スノデ全ク良姫 ト ろルMツ テモ、余 ノ例二於イテハソノ結果ガ

ノ・云 ヒ得ナィ.効 膜炎翻 群ガ辮 過壽二比 金瓶 ノ夫二比較的近 イ勃 ラ、金 井氏 ノ説二

較 シテ所謂室洞 ヲ多 ク詮明 シ得 タ事二就イテハ 準ズルヲモ奪ツテ要當 ト考ヘル,

巴 ㌃
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七 結 語 響

余ハ昭和7年1月 カラ昭和16年12月 二至ル10

年間慶慮義塾大學病院内科 二入院 シタ肺結核患

者1615例 ノ中肋膜炎 ヲ経過 セタ483例 テ就4

テ臨林的統計的観察ヲ行 ヅテ次 ノ結果 ヲ得 タ。

1。 肺結核患者1615例 中、前史二肋膜炎 ヲ経i過

シタモノ302例(18.7%〉 デアル。 「レントグン」

像 二肋膜炎 ノ既往 ヲ明二認 メタヱ81例ヲ合 セル
妻

ト483例(29。9%)ト ナル。

2.前 史二肋膜炎 ヲ有 スル肋膜炎後縫肺結核 ト

有 シナイ肺結核 二於 テ前者 ニハ結節型 ガ多 ク、

後者 ニハ浸出型 ガ多イ.所 謂室洞 ヲ謹明ス埣

癬 開灘 結核揃 者諺 ク蕗 血頑 者説
李二認 メタ。

3.一 働性肺結核二於 テ肋膜炎罹患側 二76・2%

r綴 哲 他側二23・7%二 綴 シタ・・i、
4,肋 膜炎後肺結核 ヲ登病 スルモノへ 第1年

塊内二全撒 ノ約3分 ノ1第3年 以内二過牛藪 デ

アル。 コノ傾向ハ特二血行播種型 二於テ著明デ
'毒

ア ル 。

稿 ヲ終ルニ臨ソデ 恩萄晒 里轍 授 ノ御 措導及御校閲 二

封 シテ衷 心 ヨ リ感謝 ノ意 ヲ捧 ゲル ト共 二、 敏室員←・

同 ノ御助カニ モ多謝ス.協
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